
 

「社会健康医学」基本計画策定委員会（第２回）について 

 

１ 前回の議論 

＜研究＞ 

【医療ビッグデータ】 

○医療データを情報、知識へと発展させ、健康増進施策に反映すること

で、静岡県の健康寿命の更なる延伸につなげる。 

（主な意見） 

・医療ビッグデータと、生活習慣、行動、地域の環境などの要素を上手

くつなぐことが必要。 

・65万人の健診データのさらなる活用のため、例えば、時系列ごとに閉

じたデータ（各年がつながっていないデータ）をつなげる。 

 

【疫学研究】 

○県内各地域における健康、疾病、生活習慣などの特徴的な事象を分析

し、健康増進や疾病予防に役立てる。 

（主な意見） 

・地域の特性に合った健康増進対策が取られているか分析する。 

・現在の施策の位置付けや課題を科学的知見を用いて把握することによ

り、今後取るべき優先的な対策を考えることができる。 

 

【ゲノムコホート研究】 

 ○県民個々の遺伝因子や環境因子との関係を踏まえた最適な健康管理や

予防対策を導入する。 

（主な意見） 

 ・静岡県に比較的多い疾病を分析する際も、個々の県民の遺伝素因に着

目しながら、集団としての県民という観点に基づいた研究が必要。 
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 ・県内におけるゲノムコホート研究の進展により、集団としての県民が

有する疾病の発症リスクや因果関係の解明が期待される。 

 

＜人材育成＞ 

（主な意見） 

・静岡県の地域のデータを収集・分析し、科学的な視点を持ってその成果

を事業や施策に取り込むことができる人材を育成し、それが県民の健康

寿命の延伸に役立つというスキームが大切。 

・拠点で行う人材育成により、医療専門職が先制医療や予防医療に対する

マインドを持てるようにすることが必要。 

 

＜拠点＞ 

（主な意見） 

・幅広い研究者が集まってこないと、これだけのプロジェクトは動かない。 

・拠点の整備は、県を挙げてやらないとできない。 

・具体的に研究するなら研究所が必要、人材育成もするなら大学院が必要。 

・医療面を考えると、臨床現場と近い又は医療機関の中にあることが大切。 

 

２ 第２回の検討項目 

(1) 静岡県が取り組む医療ビッグデータの活用について 

(2) 静岡県が取り組む施策の体系化や臨床研究のための疫学研究について 

・静岡県の健康寿命延伸のために取り組む医療ビッグデータ及び疫学研

究の具体的内容や人材育成の手法等について議論を深める。 

・研究を進めるために必要な環境について、拠点のあり方と関連させて

議論する。 

・ゲノムコホート研究については、第３回委員会で議論する予定。 
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